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（別 紙）

【研修の概要】

テーマ：今こそ何度も自治を問う
基調講演 1：選挙とメディア 講師：江川紹子さん（ジャーナリスト）
●世の中で大事なことの発端は地方で起きる。
佐賀市内の講演で「私はコメを買ったことがない」と発言した江藤拓農林水産相の問題も地元の

記者が報じたのがきっかけ。そこに記者がいなければ何事も起こらなかったかもしない。米軍基地
のある地域での取材など、地方でウォッチしている記者の存在は大きい。
新聞離れで購読者数が減少し、新聞社では合理化が進み地方から記者をどんどん引き上げている。

しかし、地方に根ざしているメディアであるローカル局の役割は大きい。経営は厳しいと思うが大
切さは増しているのではないか。
●ポピュリズムの台頭
選挙では、兵庫県知事選において激動があったが、いきなり兵庫県だけで起きたわけではなく、

都知事選や衆院選でも予兆はあった。日本にも本格的なポピュリズムや SNS選挙の波が到来した。
イギリスにおいては 2016年の EU離脱の頃から、アメリカではトランプが登場した大統領選挙で
顕著になった。
ポピュリズムが必ずしも悪いわけではないが、選挙結果こそが民意であり、民意が全てとの主張

に立つ。「刺さる」という表現が使われるが、人々の感情や心に訴えることに力が尽くされる。人口
減少や物価高への不安や不満に訴え、「誰のせいか。こいつらのせいだ」と、敵を明確化することで
破壊願望的な心に「刺さる」主張を繰り返す。特にエリート的な存在である官僚、メディア、専門
家が批判の対象とされ、民主主義とは相容れない迅速な決定や結果を求める風潮が高まっている。
こうした時代が本格化している。
●メディア離れのグラデーション
新聞離れだけではなくテレビ離れも起きている。それでも、小さい時に親が家で新聞を購読しテ

レビを観ていたという今の大学生世代は、災害時に信頼できる情報源として新聞やテレビを挙げる。
普段は新聞・テレビに接していないが、信頼感は残っているのだろう。若い世代の間では、ニュー
スを観ると気持ちが重くなるから観たくないという形でのマスメディア離れも起きている。
一方メディアに接することが多かった中高年世代が、テレビ・新聞から離れていく現象がある。

「マスコミになかった『真実』がここにあった」として「ネットに目覚める」人々がいる。
こうしたテレビ離れの中で報道番組がエンタメ化し、バラエティー番組でニュースネタを使うよ

うになった。兵庫県知事問題においても「おねだり」「パワハラ」を面白くおかしく報道し、人々の
感情に訴える番組が多かった。
●萎縮するメディア報道
現代は物言う人が増え、批判の矛先が役所やメディアに向かっている。物事の結果だけではなく

プロセスも全て可視化される時代になり、SNSで炎上することも多く、個人攻撃に至ることもあ
る。
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一方、歴代の政権からの圧力もある。安倍政権時代には、アベノミックスに対する街頭インタビ
ューでの批判的な内容をきっかけに、政府から全テレビ局に選挙報道の中立・公正を求める通知が
出された。何が公平・公正か不明瞭な中で番組が定例化し、各政党の放送の秒数、新聞の文字数な
どを揃えるという消極的な選挙報道になってしまった。その結果、メディアから離れていく人が増
え、「マスゴミ」という言い方がされ罵倒の対象になってしまった。そうした中で起きたのが兵庫県
知事選挙であった。
●メディアにおける共闘
日本では、ひとつのメディアが不当な批判をされている時に、他のメディアが共闘して抗議する

ことがなく、その問題の報道すらしない。アメリカでは、普段の論調が異なっていてもメディアで
あっても報道の自由が脅かされる時には、共闘する。
参院選では、少しずつ変わらなければならないという意識が生まれ、ファクトチェックをするよ

うになり、前回の衆院選の 5倍の 185本のファクトチェックの記事が書かれた。さらにネット配信
で無料記事にする動きもあった。
今後、大きな選挙以外の時にもファクトチェックを地道に続けてことが大切である。そして、信

頼していないわけではないがメディアから離れている人やメディア批判の高まりの中で判断を迷っ
ている層に、メディアの存在の意義を訴えていくことも大切である。
特に昨今の外国人を巡る問題では、地方で外国人ヘイトが生じている。これまでメディアは差別

問題を取り上げることに消極的だったが、平時おいても地元のメディアが地方で起きている差別に
繋がる現象をひとつひとつ問題にし、報道として取り上げていくことが大切。

基調講演 2：デモクラシーと地方自治～自治の必要性を再考する～ 講師：坂本治也さん（関西大
学法学部教授）
●民主主義は壊れやすい
団体自治と住民自治は、デモクラシーを守るために必要とされている。デモクラシーは我々が思

っている以上に壊れやすい。民主主義が壊れると自由主義的なものが奪われる。実際に戦時中は失
われていた。しかし、今、多くの日本人は「自治」そのものから逃げようとしている。
世界において 2010年までは民主主義社会が増えてきているが、それ以降は自由が制限される「民

主主義」が増えてきている。選挙で選ばれたリーダーが徐々に制度を蝕んで権力集中体制を築き上
げる。暴力の肯定、司法の非中立化、政敵への正当性違反、選挙ルールの変更による自由で公正な
選挙の弱体化等によって民主主義が壊される。
●中央政府と地方政府による相互牽制
権力は腐敗する傾向があり、絶対的な権力は腐敗する。市民の自由、福利、社会秩序を守るため

には強大な力をもつ政府が必要だが、強大な政府自体が市民の自由を侵害する恐れがある（マディ
ソンのジレンマ）。いかにして政府を良い方向に統制、操縦するか、権力の分散と抑制、権力のチェ
ックアンドバランスが重要。中央政府と地方政府という 2層があることで相互牽制が生じ、暴走が
防げる。
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●民主主義の学校
地方自治は最良の民主主義の学校（ジェームズブライス）。より身近なところで民主主義を経験す

る。地方議員、首長などの政治経験を得たものが国政で活躍できる。
単一組織が効率的に支配できる地理的範囲には限界がある。特に保健医療、社会福祉、公衆衛生、

教育などは地域の実情に合わせ、現場の裁量が与えるためにも自治体が進めた方が効率的。
岩手県沢内村の乳児・老人医療費無料可、金沢市の景観条例、山形県金山町の情報公開条例、横

浜市の大気汚染規制など、国からではなく地方自治体発のすぐれた革新的政策は少なくない。
●市民自治に消極的な日本
国際比較の調査において、日本ではデモ、請願署名、政治集会参加、政治家への接触などの経験

をしたことがあるという回答が数パーセントしかなく、世界各国と比較して圧倒的に少ない。人助
け指数も 119位中 118位であり、また若者の主体性も低い。
●空洞化する地方自治、教育の場で民主主義を
合併によって議員数が減り、その後もさらに定数を減らしている自治体が多い。日本の公務員数

は世界の中でも最少と言われるほど少ない。
公共的な活動に参加する市民を増やすことが求められている。自治会・町内会、子どもや高齢者

の見守りの活動、地域のお祭り、イベント、文化活動、おしゃべりサロン・カフェ、福祉ボランテ
ィア、地域清掃、防災・防犯活動、環境保護、消費者問題、全てが自治の場になる。
20代の投票率が 8割を超えるスウェーデンでは、学校内民主主義を徹底し、政治教育にも積極的。
日本の教育基本法の理念は、人格の完成を目指し、平和で民主的な国家及び社会の形成者となる

ことを掲げている。多くの時間を過ごす学校、職場こそを自治と民主主義の実践場とすることが重
要。

1日目の分科会：くらしと政治をつなぐ市民活動～市民自治を問う～
大阪府吹田市と西宮市で市民活動を展開している 2人のパネラーが活動報告を行い、坂本治也氏

がコメンテーターとしてパネルディスカッションが行われた。
1人目のパネラーである長谷川美津代さんは、専業主婦として 3人の子育てをする中で、自分自

身が社会の中で生きる意味や役割を考えるようになる。当時は親の介護は家族（女性）が担うのが
当たり前の時代。実際に高齢者介護の大変さを知る中で、主婦を対象にした介護技術を学ぶ場を作
ることで、女性の負担を少しでも軽減できないかと試行錯誤が始まる。その結果、福祉ボランティ
アグループ「孫子老」が立ち上がり、その活動実績が行政にも認識され、「介護ネットすいた」とし
て、行政との協働事業へと発展していった。その後、介護に限らず市民生活の中で感じる疑問を出
発点に、活動分野はまちづくり、ボランティア団体のネットワークづくり、高齢者の傾聴活動、地
域サロン、地方政治を学ぶ場づくりへと発展していき、今日に至る。

2人目のパネラーである田村幸大さんは、大学時代に教員を目指し学校教育の現場を見て歩く中
で、現在の教員の超多忙化や自由度の低い教育環境などに疑問を感じ、学校の外で子どもと関わる
独自の活動を目指すことを決める。
大学卒業後に立ち上げた活動は、子どもに留まらず地域住民みんなが主体的にまちづくりを進め

る活動として広がっていくことになる。その一つが、NPO法人なごみである。「全ての住民が住み
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慣れた地域で暮らし続けられるまちの実現を目指し活動する」というコンセプトのもと、地域交流
カフェ、まちの見守り隊、空き家プロジェクト、マルシェ、子育て世帯と独居高齢者への見守り弁
当配達、他世代型地域食堂等々と、年を重ねるごとに活動が重層化してきている。
なごみの活動は、無償ボランティアのみで運営している活動、有償ボランティアと両方が関わっ

ている活動、市から補助金をもらって活動している事業、西宮市の指定管理者事業と多様である。
運営メンバーは 31人、活動メンバーは約 400人で、その内 6割以上が 50代以下。
田村さんは、現在、NPO法人なごみの事務局長以外に、自身の子どもが通う学校の学校運営協議

会会長、コミュニティ・スクール活動推進委員、社会福祉協議会委員、市の生涯学習・地域づくり
コーディネーター、地域福祉計画策定委員会副委員長、関西学院大、大阪教育大、武庫川女子大の
非常勤講師、生協の地域づくりコーディネーターなどを務めて、様々な切り口、多様なつながりで
まちづくりを考えられる立場にある。その中で現在、精力的に進めているのが「まちのがっこう」
である。活動のコンセプトは下記の通り。
・「やってみたい」と言える場を地域で、やったことを受け止められる場を地域で、そのまちに多様
な人が活躍できる場を。
・誰もが「何かをしたい」と思った時に、「何か」ができる環境と土壌づくり。自由に「学び合い」
が生み出される地域。
・入り口は社会の問題や課題ではなく、自分自身の「好き」や「できる」だが、そこに「楽しい」
だけで終わらない「学び合い」や「気づき・違和感・不自由さ」または「やりがい」を感じる機会
や場面がある。

2日目の分科会：子どもの日常から考える子どもの権利～今、「子どもの権利」「子どもの声を聴く」
ってどういうこと～
前半は、関西大学社会学部の吉岡洋子さんから子どもの権利をめぐる国際社会の動向と日本の動

向についてお話があった。
世界では 1959年に児童権利宣言、1979年に国際児童年、1989年に国連子どもの権利条約が制

定された。日本では 1994年に子どもの権利条約を批准したものの、その後 30年近く具体的な前進
は見られなかった。そうした中、出生率の低下で少子化対策が掲げられ、虐待や不登校などの課題
が顕在化し、2016年児童福祉法改正で子どもの権利が初めて明記され、2023年こども基本法の制
定、こども家庭庁の設置に至った。
「子どもの権利」という時の子ども観は、保護の対象としての受動的権利だけではなく主体的権

利を持つ権利主体であり、大人と等しくひとりの人間として子どもを見なければならない。子ども
の声は聴かれにくく、大人・社会に届きにくい。子どもが思いや声をあげやすい環境や仕組みをつ
くることが重要。自分で意見して物事が決まった、ちゃんと聴いて、対話してもらった、小さくて
も変化が起きた等の経験が極めて重要。
子どもには、「自分の気持ちや権利を知る事」「安心して話せる大人、理解・応援してくれる大人

との出会い」「選ぶ、意見を言う、参画・対話、その影響力を感じること」を経験して欲しい。
大人は、「子どもの今を見る、力を信じる」「子どもの声は聴かれにくい、権利は侵害されやすい

ことの意識」「思いや意見を聴く工夫、参加できる工夫」など、「子どもの権利」のメガネで子ども・
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社会を見ることが重要。
後半は、NPO法人 COCONI代表の水木千代美さんから「子どもの声を聴くとは」というテーマ

でお話を伺った。
NPO法人 COCONIは、高校中退者が増える中、「身近な大人たちがつながることで、すべての

子どもたちが一歩先への希望をもてる社会をめざし」、進路選択に関する情報の集約やキャリア教
育プログラム・進路指導プログラムの開発、子どものための多様な活動の支援などをおこなってい
る。
また、水木さんは、世代間交流を目的とした地域のコミュニティの場として、千里ニュータウン

にある「さたけん家」を運営している。ここは、子育て支援から高齢者見守りまで複合的な活動が
行われている居場所で、地域の女性を中心としたボランタリーなスタッフで運営されている。
子どもの声を聴くことが、意見の言える子どもだけの声を聴いているだけで、本当に子どもの意

見を聴けているのか振り返る必要がある。「ルールメイキング」のように子どもたちと対話をしてい
くことが大切。そして、自分に関係のある事柄について自由に意見を言うことができ、子どもたち
が意見を言うことで事柄を変えることができる仕組みを整えていくことも必要、等々のお話があっ
た。

（感想）
①基調講演
タイムリーなテーマで興味深く拝聴し、多くの学びがあった。会場には兵庫県知事の百条委員会

の委員を務め、知事選で誹謗中傷の被害者となった丸尾牧県議も参加されていた。知事選での出来
事について「声の大きさに事実が掻き消されていく恐ろしさがあった」と話され、「今回のような問
題を裁判とは異なる形で解決する仕組みが必要で、そうした人権機関が既に 120ヵ国で設置されて
おり、被害者・加害者の仲裁をするだけではなく、政府に対する様々な提言をする重要な役割を果
たしている」と、日本での創設を訴えられた。
基調講演を通して地方自治の前提となる民主主義が危機に晒されていることを改めて認識し、今

まさに地方議員として責任ある行動が求められていることを強く感じた。
②1日目の分科会
田村幸大さんが、西宮市の市役所内で「協働」の文化を醸成する「未来づくりパートナーズ

CAFE」の活動を進めて 4年になり、当初は係長級が対象だったが市からの依頼で部課長級も対象
にした CAFEを進めているとのこと。「縦割り行政と批判されがちな市役所において職員の意識が
変わりはじめている」という話は、大変興味深かった。
また、NPOに関わるメンバーの 60％が 50代以下であることについて、どのようにして若い世代

に関わってもらえているのかという質問に対して、「高校生」「大学生」「若者」など、属性で相手を
見てしまってはいけない。関わった相手を 1人の個人として、何を考え、何を求めているのか、そ
の人を理解する努力をすることが重要で、その中で一緒に活動していく関係性が生まれてくる。そ
して、その人が活動に生きがいや意義を感じれば、自ずとその人の周囲に波及し、結果として色々
な世代の人たちが集まってくるようになる、と言う回答があり、大変示唆に富んだ内容だった。
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③2日目の分科会
日本における「子どもの権利」の立ち後れは、日本の人権意識が他の先進諸国の人権意識と比較

して、まだまだ希薄であることに起因していることを改めて感じた。また、個を独立して捉えるよ
りも家族として捉える意識が強く、子育てにおける問題を家族の問題として自己責任にされる傾向
が強いことも指摘された。
「自治」の観点から子どもの権利を考えたときに、子どもたちが安心して自分の意見を言える環

境を作ることで、子どもたちは自然にコミュニケーション能力を高め、民主的な態度を学んでいく
ことができ、そのことが自治の土壌を養うことになるという重要な視点を学んだ。

（写真）

上段：会場の吹田市文化会館メイシアター 中段：基調講演１，２ 下段：分科会 1日目、2日目
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基調講演
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参加費(1日でも2日でも)

■政策情報センター会員議員- _ 5,000円

國非会員議員(区市議・都道府県議1…10,000円

■首長-5,000円(協賛費)

■小規模自治体議員(5万人以下)̶̶3,000円

國町村議(会員、非会員問わず)-3,000円
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※オンラインの場合も参加費は同じです。

申し込み方法

右QRコードから
お申し込みください。

『栽加申込み1
■り

k7月末」
'��ぷ二みニユ�

Eaa,BM»TTT�
お申し込みいただけます。
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参加のお申し込み、お問い合ねせぱ
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申し込み方法

右QRコードから
お申し込みください。
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お問い合ねせぱ

■ ▲

A

�»

�̶

もそ

ぐム

2〇f21
日K�a

I:!

基調講演

遭ボとメディア

デモグラシーと地ガa治～a治の必ゆ性をセ考する'
ほル#i &さん(閉西力学法学部教伶)

■分科会璽

■分科浦

1わかりあえないことから始める政治対ぽ

■活勅報告毎谷川美ま代さんI吹田傾聴ぼほえみ)
I 田村串大さんINPO法人なごみボ務局」
■コメンデ--夕--坂本治也さんI閲i

自治体ミ

;-3< 0フトム

em Iql人版ノjゆの股状¦'¦治{
<-'!西8交和さん【ジセーナリスト1

■分称 バグどものII狩から考える「でどもの権利」
�1吉岡法子さん(関西大宇社会宇部教授)
■水木モ代美さんINPO法人GOGOMI代g

キ催/自治体法員政策情報センター虹とみどりI]
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而-ミ自治を問う

か20水晋■12:30～
挨拶
13:00̃13:10
,上原公子さん(自治ホ議異政策情報センターg、元国立市長)

サ
上原公子

選挙とメディア
13:10-14:40

江Jll紹子さん(ジャ-ナリスト)

SNS上などで沿濫する虚偽情報が世界の政治を動かす時代こそ, 事莫かどうかをチニックするメディアの
役割がますます重要になってくる, と江川さんは問題提起をしています, 自治の柱としての選塔が揺らぐ危
険性を指摘。モの提起をもとに兵庫g知事選挙.民主主義の,'京点としての地方自治を論じます。

デモクラシーと地方自治'
14:50̃16:20

自治の必要性を再考する

ほ#あ也さん(閲西大学法学部教搜)
し、ま日本の地方自治は空洞化しつつあります。地方選挙における投票率は低下し̶小さな自ホ体では地方

嚴員の成り手も不足しがちです。財政難と人員削滅の中で地方公務員も因雜な状況です。市民が自治を横磁
的に担おうとする気概も見られません.モうした中、改めて「なぜ地万自治は必要なのか」を政治学の観点
から考えていきます.

16:40̃18:30

わかりあえないことから始める政治対話
コーディネーター杉岡秀紀さん(福知山公立大学地域経営学部准教授自治体学会理g)

大学生などユース世代

分断や息きしさを感じる社会では、ユース世代にとって政治はタプー視され、気軽に話せませ
ん。議会議員は多様な考えを持つ中で、お話や議論ができてし、るのでしようか？そのことは市民
やユース世代に伝bってし\るのでしようか？ユ--ス世代から対活の方法を提案し, 笑銭する場を
提供します。対立ばかりの議会で14-なく、対話から生まれる民主主義を実践し, ユース世代が政
冶をもっと気軽に語れる社会を目指します。
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16:40̃18:30

くらしと政治をつなぐ市民活動- -市民自治を問う-
活動報告長8川美摩代さん(吹田傾牌ほぼえみ)

田村幸大さん(NPO法人なごみ事g局g西宮市生涯学習’地域づくりコーディネーター)
コメンテーター坂本治也さんI関西大学法学部教g)

団塊世代が75政以上になり起高縣社会に突入する「2025年問題」。西君市にて約り年前から
地域の居場所「まgcafgなごみ」を運営し, 行政’大学との速液を深めておられる田村さんと吹
田市にて「主婦だからこモ社会に関わってレ、くためにしと約30年前からホ民活動をされてい
る長さ川さんのお話を伺い1私たちはどう政治と関わるのカソ共に考えます。
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長g川美津代 旧村幸大

19:00̃21:00 メイシアター三階レセプシヨンホールにて

交流会

叙

第17回全国研究会は, 巨額の税金を役じ実施の是非を問われてきた大阪’関西万博の真っただ中、
1970年日本初の万博開催地、吹田市にて開催します。

私たちは2000年の地方分権一括法以来、市民自治を基盤とした地方自治を追求し、全国各地で開催してきました。
現在、兵庫県知事遍挙をめぐる事実と流布される言説との混乱、国の■的指示権が可能となる
地方自治法改正といった状況があります。

遍挙における民主主義とは何か、公共とは何か、地方自治とは何か、を改めて真正面に据えて開催します。

分科会

木
曜
言■9:10～9:20

9:20̃11:10

「大阪万博の現状自治体の貴任を問う」
西g文和さん(ジヤーナリスト1
野々上愛さん【大阪府議会議g)

今回の研究会会場である吹旧ホは、1970年の万博の地であり、その肪地としてB本庭囲や民族博
物館などがおる一方, 現在アリーナ建設なども進められています。
今年4月13Bから]0月13日までは、ごみ最終処理場として埋め立てた人口瘍「要洲」にて大阪.
関西万博が閲催され、モの横ではカジノを含むIR(統合型リゾート1のェ事が進んでいます。ェ事中
のガス爆翔や災害時には途絶が子想される会場アクセス、来場者数稼ぎのための学校遠足動資など,
問趣山横の大阪.関西万博の開催状況と自治体の資任, そして大型開翔と繁がる現状を問います。

©
分科会

9:20̃11:10

子どもの日常から考える「子どもの権利」
吉岡洋子さん【閲西大学社会学部教授)
水木千代gさん【NPO法人COCONI代gj

2023年度から抱行されたこども基本法で、子どもの権利の観点が子ども関連施策の基盤である
と明配されたが、実際には何をどうすればよいのか各地で漆索が始まっています。
本分科会では、まず「子どもの権そけ、モしてモどもの声を聴〈とは」についで講接を行い、モの

上で実践例を紹介し、最後に参加者との貿疑から目据す社会の在り方を展望します。

@
分科会

大学生などユース世代

分断や息きしさを感じる社会では、ユース世代にとって政治はタプー視され、気軽に話せませ
ん。議会議員は多様な考えを持つ中で、お話や議論ができてし、るのでしようか？そのことは市民
やユース世代に伝bってし\るのでしようか？ユ--ス世代から対活の方法を提案し, 笑銭する場を
提供します。対立ばかりの議会で14-なく、対話から生まれる民主主義を実践し, ユース世代が政
冶をもっと気軽に語れる社会を目指します。

16:40̃18:30

くらしと政治をつなぐ市民活動～市民自治を問う～
活動報告長8川美摩代さん(吹田傾牌ほぼえみ)

田村幸大さん(NPO法人なごみ事g局g西宮市生涯学習’地域づくりコーディネーター)
コメンテーター坂本治也さんI関西大学法学部教g)

団塊世代が75政以上になり起高縣社会に突入する「2025年問題」。西君市にて約り年前から
地域の居場所「まgcafgなごみ」を運営し, 行政’大学との速液を深めておられる田村さんと吹
田市にて「主婦だからこモ社会に関わってレ、くためにしと約30年前からホ民活動をされてい
る長さ川さんのお話を伺い1私たちはどう政治と関わるのカソ共に考えます。

19:00̃21:00 メイシアター三階レセプシヨンホールにて

交流会
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まとめの'

雑会.

11:20̃ 11:40

まとめの全体会

長g川美津代 旧村幸大

オプシヨナルツアー

か21[I万博記念：
吹田市危機管理センター僅
̶ 1250 メイシアターロピー̶17:30万博記念公園

1970年日本万国博覧会は̶77力国の参加のもと約6400万人を超える入場者により好評のうちにその福を閉じました.

そんな太暖の塔も存続の危機の中多くの寄付のもと復活を成し遂げました,

ays«'

ぼす.

未来の私たちに引き継がれた吹田の万博公園をぜひ体験して〈ださしン

また同時に訪問する吹B市倦機管理センターlEMC)ば.いつ発生してもおかし〈ない大規漠災寄に対応するため, 大型のマルチモニター等に

よる迅速な情塚の収集'整理が巧能な1'有事Jに対応する災害対応懷能の「ワンフロア化」’「g設化」を実現した撫設です。

-:'内8,講師などは変更の可能性がg*ソますを
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